
2020 年度 JICA 地球ひろば 国際理解教育/開発教育指導者研修 

 
国際理解教育／開発教育 学習指導（活動）案 

 

【実践者】 

【単元構成】 

単元名  食とわたしたち～地球的な視野で食について考えよう （全 45時間） 

1 学

期 

小単元① （全９時間） 

世界の食や身近な食と世界のつながりを調べよう 

2 学

期 

小単元② （全 19時間） 

地域のお悩み解決プロジェクト ～食品ロス問題を解決しよう～ 

3 学

期 

小単元③ （全 12時間） 

学校のお悩み解決プロジェクト 

 ～給食の残食を減らそう～  

小単元④ （全５時間） 

これからの日本の食や自分の食生活のあり方について

意見文で表現しよう （総合的な学習の時間+国語） 

【実施概要】 

1. 小単元名(活動名)：地域のお店のお悩み解決プロジェクト～食品ロス問題を解決しよう～ 

2. 実践する教科・領域： 
 
総合的な学習の時間 

3. 学習領域 

 １ ２ ３ ４ 

Ａ多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生  

Ｂグローバル社会 相互依存 情報化   

Ｃ地球的課題 人権 環境 平和 開発 

Ｄ未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加  

4. 小単元の目標（評価規準を意識して設定）： 

地域の食を扱うお店の食品ロス問題の探究から、食品ロスの実態や食品ロスの問題が地球規模の様々な課題とつ
ながっていること、問題を解決するために様々な取り組みが行われていることを知るとともに、自分たちにできる
解決策をSDGｓの視点やお店の人の願いをもとに考え、実行することができる。 

5. 

小

単

元

の

評

価

規

準 

①知識及び技能 

a.食品ロスの実態や食品ロスの問題は地球規模の様々な課題とつ

ながっていること、課題解決の必要性、問題を解決するために様々

な取り組みが行われていることを理解している。 
b.インタビューやアンケートによる調査活動を目的や対象に応じ

て、適切に実施している。 

②思考力、判断力、表現力等 

c.課題解決のための計画は、解決の見通しをもって、何を目指し、

そのために何をするのかを意識している。 
d.お悩み解決のための活動は SDGs の視点やお店の願い等を結び

つけて、多面的、多角的に判断して考えている。 

③学びに向かう力 

e.お悩み解決のための活動では、環境に配慮し、お店の願いをかな

えて、食品ロスを減らすためにできることを見つけて関わろうと

している。 
f.お悩み解決のための活動では、自他の考えのよさを生かしたり、

役割分担をしたりして、協働して課題解決に取り組んでいる。 

授業者氏名 脇田 佐知子 学校名 名古屋市立植田東小学校 

教科（科目）・領域 総合的な学習の時間 対象学年（人数） ５年 1～４組（125 名） 

実践年月日もしくは期間（時数）   2020 年 9 月 ～ 2021 年 11 月（19 時間） 
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【単元設定の理由あるいは単元の意義】 

食品ロスは、世界で年間13億トン以上、日本でも年間600万トン以上出ておりSDG12にもその削減が記され
ている地球規模の課題である。地域の食を扱うお店や現任校の給食からも食品ロスは出ており、グローバル
な課題でもありローカルな課題でもある。 

そこで、子ども達が、地域の食を扱うお店の食品ロスの問題を解決するプロジェクトに取り組むことで、
食品ロスについて知るとともに、自分自身の食生活やライフスタイルを見つめ直す機会とすることができる
と考える。また、課題解決活動に参画することを通して、自分自身の能力に気付いたり、これからも地域や
社会に関わっていこうとする気持ちを高めたりすることができると考える。 

【児童／生徒観】 

 学習に対して意欲的に取り組む児童が多く、自分の考えをもつことができている。しかし、それを他者に
伝えたり、実行したりすることには消極的な児童が多い。また、自分から行動することが得意ではない児童、
指示を待ってから行動する児童もいる。 

給食については、野菜嫌いな児童が多く、野菜がメインの日は残食が多くなる。1学期に取り組んだ「世界
の食や身近な食と世界のつながりを調べよう」では、食事の仕方、おやつ、有名な料理などに興味をもって
いる児童が多い。世界の食の課題について一部の児童が取り上げているが、多くの児童にとっては関心が低
いものとなっている。 

【教材観】 

 食は子どもにとって身近なものであり、興味のあるものである。そこで、1年を通して、地球的な視野で食
に関わっていくことを通して、自分たちの食に対する見方が変わり、ライフスタイルや食生活を見直すきっ
かけになると考える。 

食品ロスは、日本や世界の課題であるだけでなく、地域でも起こっている課題でもある。また、食品ロス
は、日本が様々な食料を外国から輸入していること、食料輸入にはエネルギーの問題や温室効果ガスの排出
による地球温暖化の問題があること、輸入国の環境破壊や人権の問題にも関連していることなど、地球規模
の様々な問題とのつながりについても学習することができる。一方、食の安全や便利さなど簡単には解決す
ることが難しい部分もある。 

地域の食を扱うお店の食品ロスの問題を解決する活動に取り組むことを通して、自分たちの食生活が世界
とつながっていること、自分たちの行動が身近な地域や世界に影響を与えていることに気付くことができる
と考える。 

【指導観】 

 社会科で1学期には米作りと農業、水産業について学習し、２学期は、これからの食料生産について学習
をする。社会科で学習したことを総合的な学習の時間とつなげていきたい。 

 地域のお店のお悩み解決プロジェクトとして、プロジェクト型で学習に取り組んでいくことで、子ども達
が興味をもって、探究的に課題を解決していくことができるようにする。 

7. 小単元計画（全 19 時間）  

時 ねらい 学習活動 資料など 評価方法 評価 

第１次１・

２ 
課題設定本

時 

食品ロスの問題の解決の必要
性に気付き、地域の食を扱う
お店の課題解決に関心をも
つ。 

・同年代の飢えに苦しんでいる
子どもの映像資料を見る。 

・食品ロスの因果関係図をか
く。 

・食品ロスを放っていた時の派
生図をかく。 

・問題を解決するためにできる
事を考える。 

・ 関わるお店を決める。 

・ 写真映像資
料入りスライ
ド「ソマリア
で の 炊 き 出
し」（ワールド
ビジョン）（Ｗ
ＦＰ）「バング
ラデシュ ミ
ナちゃん」（ワ
ールドビジョ
ン） 

１枚ポー

トフォリ

オ 

ワークシ

ート 

a 
e 

第２次 
３～５ 
情報収集 

食を扱うお店の食品ロスの実
態や工夫にについて知るため
の質問を考える。 
 

・ アンケートで聞きたいこと
を出す。 

・ 質問を分類し、よりよい質
問を選択し、アンケートを作
成する。 

・ アンケートの依頼の電話を

 ワークシ

ート 

アンケー

ト 

b 
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する。 

・ 食を扱うお店に郵送でアン
ケートを出す。 

第３次 
６ 

情報収集 

食品ロスについて様々な角度
から知るとともに、SDGs や日
本、外国での食品ロス削減に
向けての取り組みを知る。 
 

・パンと世界とのつながりを知
る。 

・SDGs について知る 
・世界、日本での食品ロス問題
解決のための取り組みを知
る。 

・ 本 
・ パンフレッ

ト「ぼくら地
球調査隊「世
界の食料」」
「どうなって
いるの？世界
と日本」 

・消費者庁、農
林水産省など
の取組みとし
てのポスター 

ワークシ

ート 

a 

第４次 
７・８ 
課題設定 

お店からのアンケートをもと
に、食品ロスに対するお店の
工夫や実態を知る。 

・お店の食品ロスに対する工夫
を知る。 

・お店の食品ロスに対する困り
ごとを知る。 

 課題シー

ト 

c 

第５次 
９・１０ 

情報収集整
理分析 

お店からのアンケート結果を
もとに解決策を考える。 

・お店の困りごとから問題点を
見つけ出す。 

・お店、お客、ＳＤＧｓなどの
視点から解決策を考える。 

・解決策を出し合い、自分たち
にできるより良い解決策を
考える。 

 解決策シ

ート 

ｃ 
d 

第６次 
１１ 

まとめ 
表現 

課題設定 

活動内容が伝わるように、解
決策をクラスで提案する。 

・決めた解決策を自分たちがで
きること、お店ができること
の視点で提案する。 

・提案された解決策の良い点、
改善点を出し合う。 

 解決策シ

ート 

活動の様

子 

ｃ 
ｄ 
ｆ 

第７次 
１２ 

まとめ 
表現 

課題設定 

活動内容が伝わるように、解
決策をお店に提案する。 

・決めた解決策を自分たちがで
きること、お店ができること
の視点で提案する。 

・解決策に対する意見やアドバ
イスをもらう。 

 解決策シ

ート 

活動の様

子 

ｃ 
ｄ 
ｆ 
 

第８次 
１３～ 
１５ 

まとめ 
表現 

解決策を決定し、解決策の準
備をする。 

・目的や根拠を明らかにして解
決策を決める。 

・解決策としてお店に渡すポス
ターなどの作品を作る。 

・様々なポスタ
ーやポップ 

活動の様

子 

作成した

もの 

e 
 

第９次 
１６ 

まとめ 
表現 

地域のお店の課題解決を実行
する。 

・お店に解決策として作成し
たものを届ける。 

・お店に作成したものを掲示
してもらう ことなどを依頼
する。 

 活動の様

子 

e 
f 
 

第１０次 
１７・１８
課題設定 

解決策の効果を知るととも
に、これまでの活動をふりか
えりお店に手紙を書く。 

・お店からもらった手紙で解決
策の効果について知る。 

・解決策を振り返る。 
・お店にお礼の手紙を書く 

 ワークシ

ート 

手紙 

a 
e 

第１１次 
１９ 

 

これまでの活動の意義付けを
する。 

・ 解決策を実行した結果を振
り返る。 

 

 振り返り

シート 

1 枚ポー

トフォリ

オ 

a 
e 
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8. 本時の展開（概略） 
本時のねらい：飢えの現状、食品ロスの原因や食品ロスの問題と世界の課題とのつながり、自分自身の関わ

りについて知り考えることを通して、食品ロスの問題の解決の必要性を認識するとをもとに、課題解決のため

にできることを考え、地域の食を扱うお店の食品ロスの問題解決に向けての意欲を高める。 
過程・時間 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材） 

導入 

3 分 

 

 

 

16 分 

 

(2 分) 

 

 

 

 

 

(2 分) 

 

 

 

(2 分) 

 

 

 

 

 

 

(2 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．1学期の学習を振り返る。 

「世界の食には、楽しい面だけではなく、課

題があることに気付いていた子もいまし

たね。」「2 学期はその課題についても勉強

していきましょう。」 

２．世界の食料事情と日本の食品ロスについ

て知る。 

(1) 写真資料①を見てどこで、何をしている

ところか予想する。 

「12 歳の少女ミナはどこで何をしているの

でしょう。」 

・ 何かを拾っている。 

・ 外にいる。 

(2) 映像資料①を見る。 

「皆さんと年の変わらない子どもが食べ物

を得るためにこのような苦労をしている

のです。」 

(3) 写真資料②を見て、子ども達が何をし

ているのか予想する。 

「子ども達は何をしているのでしょう。」 

・ 何かを見学している。 

・ みんなボールや鍋をもっているから、何

かをもらいに来ている。 

・ 水・食料をもらいに来ている。 

(4) 映像資料②を見る。 

「1 日 1 回行われる、食料援助の配給をもら

いに来ていたのです。」 

「ひどいききんにより、作物がとれなくて食

料に困っているのです。」 

「飢えの原因は、ききんだけでなく、貧しい

ことにもあります。」 

「バングラデシュやソマリアの全ての人が

飢えている訳ではありません。写真や映像

で見た飢えている子ども達は、飢えている

人々の一部です。」 

(4) 飢えの状況、食料援助の量、食品ロスの

量について知る。 

「世界では、どのくらいの人が飢えているの

でしょう。」 

「食料援助は 1年でどのくらい配られている

のでしょう。」 

「日本の食品ロスは1年でどのくらいでしょ

う。」 

 

 

 

 

・ 1 学期の学習のふり

返りを書いたフラッシ

ュカードを提示する。 

 

 

 

 

・ 背景を隠し、どこに

いるのか、予想を立て

てから答えられるよう

にする。 

 

 

・ 質問の答えとして、

動画を見せるようにす

る。 

 

・ 子ども達が手に持っ

ている物を隠し、その

後それを見せることに

より、持っている物が

ヒントになることを伝

える。 

・ 同年代の子ども達

が、食べ物を十分に食

べられていない現状に

気付けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 飢餓の現状、食料援

助の量、食品ロスの量

に関して知る中で、飢

えている人がいる一方

で、食べ物を捨ててい

ることの問題に気付け

るようにする。 

・ おにぎりに換算し、

その量の多さや食べら

れるものなのに捨てて

いる問題点にも気づけ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

写真資料① 

（ごみを拾う子ども） 

 

 

 

 

 

映像資料① 

（バングラデシュで貧

困のためごみを拾い

売っている少女） 

写真資料② 

（配給を待つ子ども） 

 

 

 

 

 

 

映像資料② 

（ソマリアの首都モガ

ディシュで食料援助

をしている様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【フラッシュカード】 
・ 食は世界とつながっている。 
・ 世界には日本と違ったり、同じだったりする食文化がある。 
・ 食は生きていくために大切でありなくてはならない。 
・ 食には課題もある。 
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展開 

 1 分 

 

 

6 分 

 

 

 

 

19 分 

（7 分） 

 

 

 

 

 

（10 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2 分） 

 

 

 

 

 

 

 

14 分 

 

(9 分) 

 

 

(2 分) 

 

 

 

 

 

３．めあてを確認する。 

 

 

４．「食品ロスとは」に続くはじめの考えを書

く。 

「食品ロスとはどのようなものだと理解し

たり、感じていたりしているのか今の考え

を書きましょう。」 

５．食品ロスの問題の原因について考える。 

(1) 個人で食品ロスの原因を付箋紙に書く。 

「なぜ食品ロスが出てしまうのでしょうか。

その原因となることを書きましょう。」 

「どのような場所で、どのような場面で食べ

物を捨てることになっていたのか思い出

して考えてみましょう。」 

(2) グループで考えを共有する 

「意見を言いながら、付箋を模造紙に貼りま

しょう。」 

「同じ意見や似た意見は、近くに貼るように

しましょう。」 

「食品ロスにつながるように矢印をかきま

しょう。」 

 

 

 

(3) 学級全体で共有し、様々な場面における

食品ロスの問題の原因について知る。 

スーパー・コンビニから出る食品ロス（消費

賞味期限切れ、3 分の 1 ルール、欠品を許さ

ない）、レストラン、給食から出る食品ロス

（食べ残し・好き嫌い）、家庭から出る食品ロ

ス（消費・賞味期限切れ・作りすぎ・食べ残

し）など、出てこなかった内容について取り

上げる。 

(4) 食品ロスの問題と自分とのかかわりに

ついて気づく。 

「自分もしている、してしまったなど関係の

あるものに☆をかきましょう。」 

 

 

 

 

６．食品ロスの問題を放っておくとどうなる

のか考える。 

(1) クラス全体で派生図をかく。 

「食品ロスを続けるとどうなるでしょう

か。」 

(2) 問題を放っておいた時の最悪の事態に

ついて考える。 

「黒板にあるもので、最悪の事態だと思うも

のに×印をかきましょう。」 

・ 食糧援助よりも食品

ロスの量が多いこと 

 

 

 

・ 間違っていても構わ

ないので、現時点での

考えを書くようにす

る。 

 

 

・ 食品ロスについて全

く分からない児童に

は、食べられるものを

捨てていることである

ことを伝える。 

 

・ グループで、それぞ

れに意見を言ってか

ら、模造紙に貼り出す

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

・ 貼ったものを動か

し、食品ロスの原因に

つながるようにする。 

・ 他のグループの模造

紙を見て回り、自分の

グループにない意見を

伝え合い、書き足すよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 黒板に書き出すよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 付箋紙 

・ ペン 

 

 

 

 

・ 模造紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロス

賞味期限切れ 

落としたもの

買いすぎ

食べ残し

量が多い 

作りすぎ 

食品ロスの問題について考えよう。 

食品ロス

落としたもの

買いすぎ 

好き嫌い

作りすぎ 

量が多い 

3 分の１ルール 欠品を許さない 

賞味期限切れ 

食べ残し

問題を放って

おくと 

食べものがなくなる 

ゴミが出続ける 二酸化炭素が出る 

病気 
温暖化 

輸入できなくなる 
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13 分 

 

(10 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 分 

(2 分) 

 

 

 

 

(1 分) 

 

(5 分) 

 

 

まとめ 

10 分 

(5 分) 

 

 

(3 分) 

 

 

 

(2 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．食品ロス問題解決のためにできることを

考える。 

(1) 学級全体でできることを表に書く。 

「食品ロス問題解決のためにどのようなこ

とができると思いますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 表から分かることを話し合う。 

「表を見て、どのようなことが分かります

か。」 

・ 自分ひとりでは、すぐにできることがあ

りそう。 

・ 自分たちにやれることがいろいろあると

思う。 

・ 地域のお店や地域の人にはすぐできるこ

とがなかなかなさそう。 

８．今後の活動について知る。 

(1) 地域のお店が食品ロスでどのようなこ

とに困っているのか予想する。 

「どんなことに困っていると思いますか。」 

・ お客さんの食べ残しが多い。 

・ 売れ残りがある。 

(2) お店のお助けをするためにアンケート

を取ることを知る。 

(3) 関わりたいお店を選ぶ。 

 

 

 

９．本時のまとめと振り返りをする。 

(1) 今日の学びについて振り返りを書く。 

 

 

(2) ふりかえりの内容をグループで共有す

る。 

 

 

(3) 全体で共有し、次時からの活動を確認を

する。 

「次回は、地域の食を扱うお店の食品ロスの

問題を解決するためのアンケートづくり

をがんばりましょう。」 

・ 食品ロスの問題から

は良いことが起こらな

いことからも、解決の

必要性があることに気

付くことができるよう

にする。 

 

 

・ どのようなことがで

きるのか自分、学校や

家庭、地域のお店の視

点と、すぐ、なんとか、

がんばればの視点で考

えるようにする。 

・ 個人や家庭、学校で

は、すぐにできること

がありそうだが地域の

お店は、お客さんを相

手にしているため、す

ぐには難しいことに気

付くことができるよう

にする。そのことから、

みんなで協力して、地

域のお店のためにでき

ることを考えていこう

と意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ どこのお店でもよい

のか、関わりたいお店

があるのか調査を行

う。 

・ 1 枚ポートフォリオ

の書き方を説明し、本

時の振り返りを書くよ

うにする。 

・ 最初に話す人だけを

決め、そこからは指名

をして順に話をするよ

うにする。 

・ 全体で発表した児童

の振り返りをもとに、

次時の活動のために、

何が必要であるのか確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 行動表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 調査の紙 

 

 

 

・ 1 枚ポートフォリオ 
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9．評価規準に基づく本時の評価（評価方法） 

飢えの現状、食品ロスの原因や食品ロスの問題と世界の課題とのつながり、自分自身の関わりについて知り、

考えることを通して、食品ロスの問題の解決の必要性を認識するとをもとに、課題解決のためにできることを

考え、地域の食を扱うお店の食品ロスの問題解決に向けての意欲を高めることができているか。 

（1枚ポートフォリオ、因果関係図、派生図、行動表から） 

10. 学習方法および外部との連携 

【関わった人や関係機関】 

・地域の食を扱うお店：手紙、電話、オンラインでのやりとり 

【学習方法】 

・プロジェクト型学習による探究的な学習を行う。 

11. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み 

学校内では、5年生 4クラスで実践を行う。 

【自己評価】 

12. 苦労した点 

 

【本時について】 

・ 食品ロスの問題を自分事にするために、食品ロスの問題にどのように出会わせ、

どのように展開していったら良いのかを考えることに苦労した。そこで、食べ物

を十分に食べることのできない子ども達の動画を導入で活用し、食料援助量と日

本の食品ロスの量をおにぎりの数などで比較することで出会わせ、食品ロスの因

果関係図を作成し、原因に自分も関わりがあることを認識させることで自分事に

なると考えた。実際には、多くの児童が食品ロスの問題に対して衝撃を受け、食

品ロスに対する認識を深め、自分事となっていたが、一部の児童は、自分は食べ

残しをしないので、自分は原因を作っていないという考えを持っていた。 

・ お店の食品ロス問題を解決していこうという意気込みを持たせるために、お店

との関わることをどのように知らせていくと良いのかを考えることに苦労した。

実際には、食品ロス問題を解決するための行動表の「自分ひとりで」「家族・学校

に」「地域のお店、地域の人に」をクラスみんなで考える中で、「地域のお店が困

っているので助けてあげよう」という流れで地域のお店と関わることを伝え、ど

のお店と関わっていくのかを決めることでお店の問題解決への意気込みを持たせ

た。子ども達は、やる気をもって取り組むことができたが、少し強引な流れであ

ったように感じた。 

13. 改善点 【本時について】 

・ 食品ロスについて全く知らない児童もいたので、食品ロスは食べられる食べも

のを捨てることであることを因果関係図を作成する前に、伝えておくべきであっ

た。そうすることで、どのようなところで食べられるものが捨てられているのか

を想像することができ、より多くの考えが出てきたのではないかと考える。 

・ 因果関係図を作成する際の付せんの色を意味なく適当に配布してしまったが、

最初の時点では、全て同じ色の付せんにしておき、他のグループの成果物を見た

後に書き加える際に違う色の付せんを使うなどの色に意味を持たせるようにして

おくと良かった。そうすることで、付け加えた意見がどれであるのか、視覚的に

もよく分かるようになったのではないかと考える。 

14. 成果が出た点 【本時について】 

・ 貧困のために働く少女の動画と炊き出しをもらいに来る児童の動画を見ること

により、飢えている人々が世界にはいることを共感的に伝えることができた。ま

た、食料援助量と日本の食品ロスの量を比較するのにおにぎりを用いて、その数

や並べた時の長さなどで比較したことで、日本の食品ロスの量の多さや、食料援

助量よりも多いことの問題点などにも気づかせることができた。 

・ 因果関係図を作成することで、食品ロスの原因となっていることが身近にある

事に気づかせることができた。また、自分もやってしまったことがあることや、

やっていることに印を付けさせることで、自分にも関係のある事だということに

気づかせることができた。 

・ 派生図を作成しどのような問題につながっているかを考えることで、食品ロス

の問題は、何一つ良いことにつながっていないことに気付かせることができた。

そのことが、食品ロスの問題は解決する必要があるという意識につなげることが
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できた。 

・ 地域のお店が食品ロスの問題に困っているから、解決しようという流れにした

ことで、お店の問題を解決したいという意欲につなげることができた。 

15. 学びの軌跡（児童

生徒の反応、感想文、作

文、ノートなど） 

【本時の感想】 

・ 世界ではたくさんの子どもが飢えているのに、日本はかなりの量の食べ物を無

駄にしていることが分かった。 

・ 飢えに困っている人の食料援助より日本の食品ロスの方が多いのがおかしいと

思った。 

・ 食品ロスは自分に関係ないと思っていたけど、自分にも関係していた。 

・ 食品ロスは身近なことなんだなと思った 

・ 食品ロスはいいことがないから、食品ロスが起こらないように世界中のみんな

で、気をつけないといけないと思った。 

・ 地域のお店の困っていることを知って、解決ができるようになりたいと思った。 

・ アンケートを取るのがすごく楽しみだから早くやりたいと思った。 

・ 食品ロスを減らすためにどんな取り組みが行われているのか知りたくなった。 

【お店の問題の解決策として作成したポスターやポップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 授業者による自由

記述 

食品ロスの問題を社会参画して解決のために行動するというプロジェクト型の学

習で実践をしてみたことにより、様々な成果があった。今後は、食品ロス以外の問

題に対しても、社会参画して解決のための行動をしていく実践を積み重ねたい。 
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